
 

                                   

 

令和６年度には、全部で１０施策のパブリックコメント手続が実施されました。 

その中で市民の皆さんから頂いたご意見は全部で１，１００件でした。 

市民の皆さんからどのような意見を頂き、その意見がどのように反映されたのか、主な事例を 

紹介いたします。 

 

事例１ 鹿児島市児童相談所（仮称）施設整備計画 

児童相談所の設計を進めるにあたり、基本構想等の考え方を念頭に、整備予定地や関係法令等を

踏まえ、施設整備に関するコンセプトや方針、施設配置等を整理した施設整備計画を策定する。 

＜意見提出者数３０人、意見数：１６０件＞ 

 

 

 

事例２ 鹿児島市維新ふるさと館リニューアル基本計画 

鹿児島市維新ふるさと館リニューアルの方向性を定めるため基本計画を策定する。 
＜意見提出者数２３人、意見数：９０件＞ 

 

 

 

寄せられたご意見について 

市民の皆さんからは、事例の他に様々なご意見が寄せられており、その中には取り入れることが出

来るものもあれば、様々な理由から取り入れることができないものもあります。 

全て貴重なご意見として、各施策を進める際には、参考とさせて頂いております。 

（パブリックコメントによる意見の概要） 

学習室は、小学校から高校生までと考えると年齢差もあるので、２つあったほうが良い。 

（意見反映後） 

年齢差や性別、その他事情を考慮し、計画案の部屋に加え、さらに１箇所学習室を増やすことと

した。 

（パブリックコメントによる意見の概要） 

歴史資料として見応えがあり楽しめるが、文字数が多く読み仮名が少ないので、子供は飽きてし

まう。また、英語（他言語）表記も増やしたほうが良い。 

（意見反映後） 

計画案に「外国人観光客をはじめ、子どもや若者にもわかりやすい展示とする」を明記した。 

皆さんの意見が反映されました！ 


